
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的要素と静的要素を含んで構成された被写体を撮影し、

を作成する方法であって、
　

第一のステップと、
　

第二
ステップと、
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目視状態と実質的に合致する
デジタル写真

静的要素に対応する標準撮影条件で撮影し、この撮影データを基礎デジタル・データと
してコンピューター画像処理システムのコンピューターに格納し、モニタにデジタル画像
を表示する

前記被写体の動的要素の時間的変化速度に対応した複数のシャッター速度、適正露出で
第一ステップの撮影と同一構図で撮影し、この動的要素撮影データをコンピューター画像
処理システムのコンピューターに格納し、それぞれモニタにデジタル画像を表示する

前記第二ステップで撮影し、モニタに表示されたデジタル画像の中から選択されたデジ
タル画像の明度とコントラストを相互に関連させて、出来るだけ動的要素のコントラスト
を維持させ、且つ静的要素部分を第一ステップでモニタに表示された画像状態に近い状態
に維持させる条件に、前記選択されたデジタル画像を補正する第三ステップと、

前記第一ステップによる基礎デジタル・データによりモニタに表示されたデジタル画像
の動的要素部分を第三ステップによる動的要素のデジタル・データに基づく動的要素画像
と置換した合成デジタル画像をモニタに表示する第四ステップと、

前記第四ステップでモニタに表示された合成デジタル画像と画像構成、色調（明るさ、
コントラスト、彩度、色バランス）が実質的に合致するデジタル写真画像を印刷する第五



　を含んで構成されたことを特徴とするデジタル写真の作成方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のデジタル写真の作成方法であって、

ことを特徴とするデジタル写真の作成方法。
【請求項３】
　

ことを特徴とするデジタル写真の作成方法。
【請求項４】
　請求項３に記載のデジタル写真の作成方法であって、

デジタル写真の作成方法。
【請求項５】
　

ことを特徴とするデジタル写真の作成方法。
【請求項６】
　

することを特徴とするデジタル写真の作成方法。
【請求項７】
　

ことを特徴とするデジタル写真の作成方法。
【請求項８】
　

ことを特徴とするデジタル写真の作成方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本願発明は、動的要素とそれを取囲む静的要素で構成された被写体、特に動的要素とし
て流動する水を含んで構成された被写体を撮影し、この写真をコンピューター画像処理手
法によって、 デジタル写真を作成する方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
長年培われた銀塩写真の撮影において、滝や渓流等のように水を含んだ動的要素とそれを
取り囲む風景等の静的要素から構成された被写体を撮影する場合、例えば大塚高雄著〔美
しき日本の川〕に掲載された多数の写真（撮影条件を明記）で明らかなように、この動的
要素を撮影する条件として、１／３０秒等の所謂スロー・シャッター速度による撮影が推
奨されてきた。最近発展普及したデジタル・カメラの仕様書でもこのことが引き継がれて
いる。
然し、この伝統的撮影手法による写真は審美的評価は別として、現実に目視による認識と
実質的に合致していると言えるかどうか甚だ疑問である。このスロー・シャッター速度に
よる撮影は、高速回転体の力学的研究に際し行った写真撮影の経験に照らして、本願発明
者が従来から持っていた疑問であった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
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ステップ

第二ステップの写真撮影は、動的
要素の時間的変化速度（推定）を含む内挿法的手法で数段のシャッター速度で、系列的に
行う

請求項１または２に記載のデジタル写真の作成方法であって、第二ステップの撮影のシ
ャッター速度は１／１２５～１／１６０００秒の範囲内で数段に分けて設定したシャッタ
ー速度である

第二ステップの撮影をデジタル・
カメラを使用して行い、その撮影は、露出調整値を負（マイナス）側に設定して行うこと
を特徴とする

請求項１に記載のデジタル写真の作成方法であって、第一ステップの撮影における標準
撮影条件は、１／１２５秒を中心とし、１／６０秒～１／２００秒のシャッター速度で適
正露出で写真撮影を行う

請求項１に記載のデジタル写真の作成方法であって、第五ステップにおける印刷は、モ
ニタに表示されたデジタル画像の画像処理に使用したコンピューター画像処理システムを
含む印刷システムで印刷

請求項１に記載のデジタル写真の作成方法であって、写真撮影は、デジタル・カメラを
使用して行う

請求項１に記載のデジタル写真の作成方法であって、写真撮影は銀塩写真撮影を使用し
て実施し、印刷した写真をコンピューター画像処理システムのスキャナーでデジタル・デ
ータとしてシステムのコンピューターに格納して、このデジタル・データを使用して実施
する

目視状態と実質的に合致する



本願発明は動的要素とそれを取り囲む静的要素で構成された被写体、特に動的要素として
流動する水を含んで構成された被写体を撮影する場合を対象とし、被写体を構成する総て
の要素を目視による認識と実質的に合致した写真（以下リアルな写真と称す）として許容
出来るデジタル写真を作成する方法、即ち、コンピューター画像処理技術を適用すること
を前提として、前述の被写体の写真を撮影し、この撮影によって得たデジタル・データを
コンピューター画像処理技術によって調整し、目視による認識と実質的に合致したリアル
な写真としてのデジタル写真を作成することを目的とする。
【０００４】
因みに、本願明細書で述べる「動的要素」とは時間的に変動する要素であり、外力が作用
しない状態で物理的に静止している要素を静的要素と定義する。
又この明細書で説明するデジタル写真とはコンピューター画像処理による写真の修正加工
をして作成されデジタル写真を指す。
尚、本願発明の原点である写真撮影は銀塩写真用写真機、デジタル・カメラによる写真撮
影を共に含むものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記課題を解決し、上記目的を達成するために下記の構成を有する。本発明の
課題を解決する手段を開発するに至った経緯は、後記する。
【０００６】
　本発明は、第１に、動的要素と静的要素を含んで構成された被写体を撮影し、

を作成する方法であって、
　

第一のステップと、
　

第二
ステップと、
　

　

　

　を含んで構成されたことを特徴とするデジタル写真の作成方法である。
【０００７】
　第２に、本発明は、上記第１の発明において、更に

ことを特徴とするデジタル写真の作成方法である。
【０００８】
　第３に、本発明は、

ことを特徴とするデジタル写真の作成方法である。
【０００９】
　第４に、本発明は、上記第３の発明において、更に
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目視状態
と実質的に合致するデジタル写真

静的要素に対応する標準撮影条件で撮影し、この撮影データを基礎デジタル・データと
してコンピューター画像処理システムのコンピューターに格納し、モニタにデジタル画像
を表示する

前記被写体の動的要素の時間的変化速度に対応した複数のシャッター速度、適正露出で
第一ステップの撮影と同一構図で撮影し、この動的要素撮影データをコンピューター画像
処理システムのコンピューターに格納し、それぞれモニタにデジタル画像を表示する

前記第二ステップで撮影し、モニタに表示されたデジタル画像の中から選択されたデジ
タル画像の明度とコントラストを相互に関連させて、出来るだけ動的要素のコントラスト
を維持させ、且つ静的要素部分を第一ステップでモニタに表示された画像状態に近い状態
に維持させる条件に、前記選択されたデジタル画像を補正する第三ステップと、

前記第一ステップによる基礎デジタル・データによりモニタに表示されたデジタル画像
の動的要素部分を第三ステップによる動的要素のデジタル・データに基づく動的要素画像
と置換した合成デジタル画像をモニタに表示する第四ステップと、

前記第四ステップでモニタに表示された合成デジタル画像と画像構成、色調（明るさ、
コントラスト、彩度、色バランス）が実質的に合致するデジタル写真画像を印刷する第五
ステップ

第二ステップの写真撮影は、動的要
素の時間的変化速度（推定）を含む内挿法的手法で数段のシャッター速度で、系列的に行
う

上記第１または２の発明において、第二ステップの撮影のシャッタ
ー速度は１／１２５～１／１６０００秒の範囲内で数段に分けて設定したシャッター速度
である

第二ステップの撮影をデジタル・カ
メラを使用して行い、その撮影は、露出調整値を負（マイナス）側に設定して行うことを



デジタル写真の作成方法である。
【００１０】
　第５に、本発明は、

ことを特徴とするデジタル写真の作成方法である。
【００１１】
　第６に、

することを特徴とするデジタル写真の作成方法である。
【００１２】
　第７に、本発明は、

ことを特徴とするデジタル写真の作成方法である。
【００１３】
　第８に、本発明は、

こ
とを特徴とするデジタル写真の作成方法である。
【００２３】
以下に、前記の課題を解決する手段である本発明の構成を開発するに至った経緯を示す。
【００２４】
（第一実験）
この発明の目的を達成するため、どのようなシャター速度が適するか、又渓流や滝等の写
真撮影の場合に推奨されてきた所謂スロー・シャッター速度による撮影が果たしてリアル
な画像の写真を撮影するのに最適であるかどうかを検討した。即ち、皇居外苑の噴水広場
の風景（噴水を主体とする風景）を被写体とし、カメラ（銀塩写真用カメラ）としてＮｉ
ｋｏｎ　Ｆ－８０（商標）、ＡＳＡ１００のフィルム（コダックＥ１００ＳＷ：商標）を
使用し、露出値を±０、シャッター速度を１／１５秒～１／４０００秒の範囲で９段階（
詳細は第１表に示す）に分けて設定し、シャッター優先ＡＥによる写真撮影を行った。こ
の撮影したポジフィルムを街のフォトラボに依頼して現象して得たフィルムを第２表に示
した第２コンピューター画像処理システム（第２表参照）のスキャナで読み取って、コン
ピューター（Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ　Ｇ３ 　：商標）にデジタル・データとして格納し、モ
ニタに表示されたデジタル画像を比較検討した。尚このカメラは絞りが自動的に調整され
て適性露出を維持する機能を持っているので、参考迄にシャッター速度に対応する絞り値
も第１表に示した。
【００２５】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２６】
【表２】
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特徴とする

上記第１の発明において、第一ステップの撮影における標準撮影条
件は、１／１２５秒を中心とし、１／６０秒～１／２００秒のシャッター速度で適正露出
で写真撮影を行う

本発明は、上記第１の発明において、第五ステップにおける印刷は、モニタに
表示されたデジタル画像の画像処理に使用したコンピューター画像処理システムを含む印
刷システムで印刷

上記第１の発明において、写真撮影は、デジタル・カメラを使用し
て行う

上記第１の発明において、写真撮影は銀塩写真撮影を使用して実施
し、印刷した写真をコンピューター画像処理システムのスキャナーでデジタル・データと
してシステムのコンピューターに格納して、このデジタル・データを使用して実施する



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２７】
又、説明の便宜上、前述のコンピューター画像処理システムにおいて、モニタに表示され
たデジタル画像をプリントする場合に、公知の色キャリブレーション手法（例えば、前記
のアドビフォトショップ５．５（商標）使用）を適用すればこのデジタル画像の色（明度
、コントラスト、彩度、色バランス）と実質的に合致した色のデジタル写真をプリントし
て作成することが容易に出来るので、煩雑な説明を避ける目的で、以下の説明では「図Ｘ
のデジタル写真に対応するモニタ表示のデジタル画像」を、説明を単純とするため、「図
Ｘのデジタル画像」として表現した。
【００２８】
図１～図９で明らかなように、シャッター速度が極端に遅い場合（１／３０秒以下）は、
動的要素である噴水と静的要素（周囲の樹木等）のコントラストが低下し、単に噴流の状
態で噴水が把握されるが、これに反しシャッター速度が１／６０秒以上となると静的要素
と動的要素のコントラストが高まり、噴水の水滴までも明瞭に把握されるることが判った
。そしてこのような変化はシャッター速度の変化と非線形関係にあること、即ちある程度
以上（この実験では１／５００秒）となると変化が鈍化する事も判った。更にシャッター
速度が速くなるに従って写真が暗くなることも認識された。目視の場合は単なる噴流状態
としてでなく、落下する水滴も噴流に混在する状態であるとして認識されるのが現実であ
ることから、前述のスロー・シャッター速度での撮影は本願発明の目的に沿わないことが
確認された。因みに、撮影条件を自動的に調整する機能を持たないカメラを使用する場合
でも、マニュアル操作でこの実験で明らかになったデータを基に絞り値とシャッター速度
を調節すれば、同じ結果となることは自明である。
【００２９】
（第二実験）
次いで、市販のデジタル・カメラ（ＥＯＳ　Ｄ－３０：商標）を使用し、前述の撮影実験
と同様、皇居外苑の噴水を中核とする風景写真をＩＳＯ感度１００、シャッター速度を数
段に変更したシャッター速度優先（第３表にシャッター速度等を表示）で撮影し、この撮
影で得られたデジタル・データをＣＦカードから第２表に示した画像処理第１システムの
コンピューターＧ４ に格納し、モニタにデジタル画像（図１０～図２３）を表示した。
【００３０】
【表３】
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【００３１】
この実験（第二実験）では露出条件を一定（±０）とし、シャッター速度を１秒～１／４
０００秒の間で１４段階に区分して設定れたシャッター速度で撮影し、この撮影実験で得
られたデジタル画像を図１０～図２３によって比較検討した。その結果、銀塩写真用カメ
ラを使用した前述の第一実験の実験結果と殆んど一致していることが確認された。よって
その詳細説明を省略する。尚、このカメラもシャッター速度の変更に対応して自動的に絞
りを調節して適正露出に保持する自動調整機能を持っているので、シャッター速度に対応
する絞り値も参考迄に第３表に示した。
【００３２】
以上の実験によって銀塩写真撮影用カメラを使用しても、デジタル・カメラを使用しても
、同様の結果を得ていることから、作業効率を考慮して後述の撮影実験では前述のデジタ
ルカメラを使用している。
【００３３】
（第三実験）
更に以上の実験結果を補足する意図で次の実験（第三実験）を行った。
即ち、この撮影実験ではＩＳＯ感度を１００、シャッター速度を１／５００秒に固定し、
－２、－１、±０、＋１、＋２の五段階に露出調整をして、写真画質への影響を調べた。
以上の実験と同様にシャッター速度優先ＡＥの撮影をしたので、絞り値の変化を記録した
ところ、これも当然のことながら８、５．６、４．０、３．５、と調整値が－側から＋側
に移るに連れて絞りが開き、＋２となると絞りは３．５の限界を超えている。これらの撮
影条件を第４表に示した。
【００３４】
【表４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３５】
この実験で得たデジタル画像（モニタ表示）を比較した結果、図２４～図２７に示すよう
に、露出調整値をマイナス側に移すことによって動的要素の細部に亘ってコントラストが
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強くなり、その結果動的要素がリアルに把握できること、その反面デジタル画像が次第に
暗くなることが判った。
因みに、露出調整値＋２の場合は絞り値は最少限界を超え、デジタル画像も白く飛んでい
るので一連の添付図面から省略した。
【００３６】
以上の実験結果から、銀塩写真撮影用カメラ、デジタル・カメラによる撮影の如何を問わ
ず、特に流動する水を含んだ動的要素と静的要素で構成されている被写体を撮影し、動的
要素を細部に亘ってリアルに把握するには所謂スローシャッター速度による撮影でなく、
それより早いシャッター速度によって撮影することが必要であることを確認し、更に写真
を暗目に撮影するのが望ましい事を認識した。因みに、適切なシャッター速度は後述の実
施例１、２の実験結果から動的要素の時間的変化速度に対応することが望ましいことが判
った。
【００３７】
一般に、デジタル画像の暗さの修正がコンピューター画像処理手法を適用することによっ
て容易に実施出来ることがよく知られているが、前述の実験の内容から、撮影条件の変更
によるデジタル画像の暗さの変化が単なる明度の変化であるのか、階調の変化であるかに
よって取るべき対応が異るべきである。
【００３８】
（第四実験）
この問題を解明する為に次の実験（第四実験）を行った。即ち、この実験の原デジタル画
像並びに作業に使用する比較デジタル画像としてとして、前述の第二実験で得たデジタル
画像の中から夫々図１５、図２２のデジタル画像を選択した（便宜上、夫々図２８、２９
として示した）。そして図２９のデジタル画像、即ち１／３０００秒のシャッター速度で
撮影した写真の暗さをデジタル画像（図２８）の明るさに修正することを目的として、念
の為コントラストの調整も含めて単なる明度の調整、明度－コントラストの組合せ調整、
（トーンカーブによる）階調の調整を行って得たデジタル画像（図３０～図３６）を比較
した結果、単なる明度の調整、或いは単なるコントラストの調整は全く不適当であるのに
対し、明度－コントラストの組合せ調整および（トーンカーブによる）階調の調整が採用
出来ることを確認した。第５表はこれら調整作業の内容と図の関係を示している。
【００３９】
【表５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４０】
因みに、明度－コントラストの組合せ調整と階調の調整によって同様の結果が得られる事
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は、画像の物理的評価のバラメーターに関する理論的説明、例えば三宅洋一著：デジタル
カラー画像の解析・評価（９１頁）の説明からも理解出来る。
【００４１】
ここで、モニタに表示されたデジタル画像の明るさの調整に明度－コントラストの組合せ
調整方法を採用する場合に、最初に実施する明度の調整程度をどの程度とするかの問題が
残されている。この問題は原画像（図２９）の明るさを図２８に近い明るさとなるように
明度を調整し、次いでコントラストを調整してデジタル画像全体の明るさを図２８に近似
的に合致させる手法によって解決される事が確認された。この事は図３１と図３３を比較
した場合に、明度・コントラストが共に実質的に合致していることから証明されている。
【００４２】
又、公知の画像処理手法（トーンカーブダイアログボックスの入出力調整：例えばアドビ
フォトショップ５．５（商標）使用）で階調を調整して同様の結果をえることが出来るこ
とも確認された（図３６）。
参考までにこの階調調整のデータを第６２図との関連で第８表に示した。
因みに、図６２は階調調整の具体的内容を説明する目的で、データ表示座標点Ａ、Ｂ、Ｃ
を付記した公知のトーンカーブである。
【００４３】
これら一連の実験から、流動する水を含む動的要素と静的要素を撮影して得た写真を原点
として、リアルなデジタル写真を作成するための撮影条件と、このデジタル写真をコンピ
ューター画像処理によってリアルなデジタル写真に改質する手法が明らかになった。これ
が本願発明の原点となっている。
【００４４】
本願発明は、前述の予備的実験によって得た結果を基礎として開発された。即ち、本願発
明は動的要素とそれを取り囲む静的要素で構成された被写体、特に動的要素として流動す
る水を含んで構成された被写体をデジタル・カメラまたは銀塩写真用カメラを使用して動
的要素の時間的変化速度に対応した高速シャッター速度で撮影し、撮影した写真をデジタ
ル・データとしてコンピューター画像処理システムのコンピューターに格納（銀塩写真の
場合はコンピューター画像処理システムのスキャナを介してコンピューターにデジタル・
データとして画像データを格納し、デジタル・カメラデ撮影した場合は直接又はＣＦガー
ド等の記憶媒体を介してコンピューターに格納）し、この画像処理システムのモニタに表
示されたデジタル画像を単なる階調の調整、或いは明度とコントラストの組み合わ調整（
始めに明度の調整、次いでコントラストの調整）することによって、特に水を含む動的要
素に重点をおいたリアルなデジタル画像となるように修正し、モニタに表示されたこの修
正デジタル画像によって目視による認識と実質的に合致したリアルなデジタル写真を作成
することを基本的技術思想としている。因みに前述の高速シャッター速度とは後述の実施
例の説明から明らかなように、１／３５０秒以上のシャッター速度を指す。
【００４５】
【発明の実施の形態】
この基本的技術思想によって本願発明を現実に実施するためには、次のような種々の解決
すべき問題がある。例えば、目視による認識と実質的に合致したデジタル画像であること
の確認をどうするか、カメラによる写真撮影は動的要素の時間的変化速度に対応したシャ
ッター速度で撮影するとしているが、具体的にどのようなシャッター速度を設定するか、
又、動的要素部分がリアルな写真として撮影されたとしても、写真全体が暗く撮影されて
いる場合は写真全体として目視による認識とかけ離れる結果となるので、どのような画像
処理によって明るさの修正をするか等の解決すべき種々の問題がある。これらの問題処理
は以下に述べる実施例の説明によって具体的に明らかにされている。
【００４６】
【実施例】
既に述べたように、以下の実施形態の実験では撮影用カメラとして実施例４の実験（Ｎｉ
ｋｏｎ　Ｄ１ｘ（商標）使用）以外は前述のデジタル・カメラ（ＣａｎｎｏｎＤ－３０：
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商標）を使用（ＩＳＯ感度を４００に設定）し、第２表に示したコンピューター画像処理
システム、即ち、コンピューターとして　Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ　Ｇ３ 、Ｇ４ （商標）；Ｍ
ＯドライブとしてｏｌｙｍｐｕｓサーボＭＯ　６４０Ｃ（商標）；プリンターとしてＥＰ
ＳＯＮ　２０００Ｃ（商標）によって構成されたコンピューター画像処理システムを利用
して実験を行っている。尚この実験では記録画素数を２１６０ｘ１４４０；圧縮率を約１
．３ＭＢ、撮影モードをシャッター優先（Ｔｖ）として撮影し、実施例４の場合は画質モ
ードをＦＩＮＥ、シャッター優先として撮影している。
【００４７】
〔実施例１〕
この実施例の実験では日光の竜頭の滝の直ぐ上流の渓谷を被写体として選択した。竜頭の
滝は華厳滝、湯滝と共に日光国立公園の３大名滝として、特に紅葉時の風景は雑誌や絵葉
書として内外に広く知られている。然し、これらの風景写真（絵葉書）では急速で落下す
る水流の大部分が白い帯の状態で表示されていて、目視による認識からかけ離れているこ
とが解明出来た。そして更に、本願発明の目的を達成する為に前述の予備実験で認識した
条件、即ち動的要素の時間的変化速度に対応したシャッター速度で撮影することの必要性
を確認する結果となった。
【００４８】
先ず第６表（撮影条件を表示）及び図３７～図４３を参照してこの実施形態の実験の内容
について説明する。
［シャッター速度の選定］：この撮影に使用した前記デジタル・カメラがコンパクト・カ
メラでありながら高い機能を以っていることを活用し、内挿法的［注：Ｌ岩波書店発行：
数学辞典第３版；頁３８７Ｃ〕にシャッター速度の設定方法を採択し、１／３０秒～１／
４０００秒の範囲を第６表に示すように六段階に分けた撮影実験を行い、この撮影実験で
得たデジタル画像の中から目的にあったデジタル画像を選択する手法を採用した。
【００４９】
【表６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５０】
［撮影結果（デジタル画像）］：前記シャッター速度に対応するデジタル画像（図３７～
図４２）から明らかなように、シャッター速度が前記標準シャッター速度１／１２５秒で
も渓流は白い帯状の部分がかなり存在していること、シャッター速度がそれより上昇する
に連れて写真全体が次第に暗くなるが、渓流の細部にわたったコントラストの相違が明瞭
となってくること、然しある限界以上（具体的には１／７５０秒以上）ではこのコントラ
ストの変化は鈍くなっていることが判った。これらのデジタル画像を比較して、渓流の細
部にわたるコントラストが優れているので、画像処理対象のデジタル画像として図４２の
デジタル画像を選択した。
【００５１】
〔画像暗さの修正〕：
前述の第四実験の結果から得た知見に基づいて、デジタル画像（図４２）の明度とコント
ラストを、特に動的要素である渓流のコントラストを実質的に維持させながら、数段回に
亘り漸進的に実施することによって、比較対照とした１／１２５秒のシャッター速度によ
る撮影で得たデジタル写真（図３８）の明るさと実質的に合致（目視による）した明るさ
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のデジタル画像に改質する事が出来た。因みにこの画像処理では、比較対象として図３８
のデジタル画像をモニタに並列して表示させることによって、高い作業効率で目的を達成
している。
【００５２】
尚、この場合でも動的要素を一層リアルに表示させる必要がある場合は動的要素と静的要
素を分離して前述の画像処理をし、特に動的要素の細部にわたるコントラストを強めに保
持するように処理し、画像処理された動的要素と静的要素を公知の画像処理手法（例えば
アドビフォトショップ５．５（商標）使用）で合成させることによって、この問題が解決
された。
【００５３】
　１／１２５秒前後のシャッター速度、適性露出で撮影した写真が、従来から被写体の目
視による認識と実質的に合致しているものとして認識されているので、この撮影条件で撮
影して得たデジタル画像（図 38）をこの画像処理における比較対象として採用した。因み
にこのシャッター速度は天候や照明等の撮影条件、銀塩写真撮影の場合はフィルムの感度
に応じて変える必要がある。又、現在普及している自動適正露出調整機能を持った写真機
で撮影した写真、プログラム設定によって撮影した写真、多数の人々の目視による認識と
実質的に合致しているとして許 れている写真、絵葉書や印刷物も前述の判断材料とし
て採用出来ることは勿論である。
【００５４】
以上の実験条件に従って、以下に述べる画像処理作業を実施した。即ち、前述の図４２の
デジタル画像（モニタ表示）で渓流を取り囲む樹木が前述の比較画像であるデジタル画像
（３８）の該当部分と較べて不自然に暗いので、この部分の明るさを修正する次の画像処
理を行った。先ず、この部分を選択し、次いで明るさ（＋２７）→コントラスト（＋１０
）の調整を行い、この部分と他の部分の境界の不自然さを消し、図４３に示す最終デジタ
ル画像を作成した。
【００５５】
尚、前述の第一実験および第二実験の場合はシャッター速度を１／６０秒で噴水を目視に
よる認識状態として撮影出来るのに対して、この実験ではこの程度のシャッター速度では
遅過ぎること、遅くとも１／２５０秒は必要であることが明瞭になった。「動的要素と静
的要素を含んで構成されている被写体を撮影してリアルなデジタル写真を作成する為に必
要な写真撮影のシャッター速度」は動的要素の時間的変化速度に対応して設定する必要の
あることを、この事実が示しものである。従って、この実施例の実験で採用した内挿法的
手法による複数のシャッター速度を採用する撮影手法は、使用カメラの優れた操作性の効
果もあって、現実的に価値のある事が確認された。
【００５６】
〔実施例２〕
この実施例は実施例１の実験当日引き続いて日光の湯滝を含む風景を被写体とした撮影実
験である。この実験では実施例１の撮影実験と同様に、内挿法的シャッター速度の選定に
よって撮影している。即ちシャッター・速度優先（ＡＥ）とし、１／３０秒～１／４００
０秒の範囲で五段階のシャッター速度で撮影実験を行った。この実験の内容を第７表に示
した。
【００５７】
【表７】

10

20

30

40

(10) JP 3704331 B2 2005.10.12

容さ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５８】
この撮影で得られたデジタル・データをＣＦカードから前述のコンピューター画像処理第
１システムのコンピューターＧ４ に格納し、モニタにデジタル画像として表示させ、モニ
タ表示のデジタル画像を比較したところ、シャッター速度が１／４０００秒の場合（図４
５）が湯滝を良く表していると判断した。然しながら渓流部分がシャッター速度１／１２
５秒で撮影したデジタル画像（図４４）に比べて暗いので、このデジタル画像（図４５）
全体の明るさを渓流のコントラストを実質的に維持しながら階調の調節（第８表）によっ
て調節してデジタル画像（図４６）を作成したが、渓流の左部分を占める樹木部分が前述
のデジタル画像（図４４）に比べて未だ暗いので、デジタル画像（図４４）の対応部分を
公知の画像処理手法（例えば、アドビフォトショップ５．５（商標）使用）で切り取って
、デジタル画像（図４６）の対応部分と置換した結果、所望のデジタル画像（図４７）を
モニターに表示することが出来た。尚、渓流の左部分を占める樹木部分だけを対象（区分
）とする上記公知の画像処理手法によってもこの問題を解消出来ることを確認した。その
結果、このような色（明度、コントラスト、彩度、色バランス）の追加的修正は微細であ
っても、本願発明によるリアル名デジタル写真の作成にとって有効な作業であることが判
った。因みに、他の実施例の実験でも追加的色の微細調整効果が確認されている。
尚、参考迄に、日光で市販されている絵葉書（湯滝）の複写を図４８で示した。
【００５９】
〔実施例３〕
この実施例は伊豆の城ケ岬海岸の岸壁に押しよせている波濤を含む風景を被写体とした実
験結果を示している。
この被写体の場合、岸壁に押し寄せる波はほゞ一定の周期で岸壁に衝突して砕け散ってい
るが、波自体は可なり早い速度で変形しているので、それをリアルな像として把握するた
めシャッター速度を高速とする必要があるので、実施例１、２で得た知見に基いて、１／
１２５、１／２５０、１／５００、１／４０００秒の４段階のシャッター速度で撮影実験
を行った。その結果実施例２の実験と同様に、シャッター速度を１／４０００秒、露出調
整値を＋２とした撮影結果（図４９）が最もリアルに波濤を示していることが判った。そ
の反面波が衝突している岸壁が標準撮影条件（シャッター速度１／１２５秒、露出調整値
±０）で撮影したデジタル・画像（図５０）に比べると極端に暗い結果となっていること
も認識された。
【００６０】
そこで、デジタル画像（図４９）の暗さを調整（階調の調整による）して、特に岸壁の明
るさがデジタル画像（図５０）に近い状態に修正して修正デジタル画像（図５１）をモニ
タに表示させた（階調調整の内容は第８表参照のこと）。この階調調整の内容を表８に示
している。然しデジタル画像（図５０）の岸壁と較べると岸壁部分の細部要素間のコント
ラストが弱いことが判ったので、更にデジタル画像（図５１）の明度（＋３７）、コント
ラスト（＋５０）の順で調整してデジタル画像（図５２）をモニタに表示させた。次いで
このデジタル画像（図５２）の岸壁部分を切り取ってデジタル画像（図５１）の対応部分
と置換し、この置換した岸壁部分とデジタル画像（図５１）のオリジナル部分との境界部
分の段差を前記した公知の画像処理手法で消去して所望のデジタル画像（図５３）を作成
した。
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【００６１】
【表８】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００６２】
前述の画像処理の他に、次の手法によっても所望のデジタル画像を作成することが出来る
。先ず前述のデジタル画像処理によって、デジタル画像（図５２）をモニタに表示させ、
次いでこのデジタル画像（図４９）の明度を明るく調整（＋５５）した後、コントラスト
を調整（＋８）することによってデジタル画像（図５４）をモニタに表示させ、このデジ
タル画像（図５４）の波の部分を切り取り、デジタル画像（図５２）の対応部分と置換し
た後、置換した波の部分とデジタル画像（図５２）のオリジナル部分との境界部分の段差
を公知画像処理の手法（例えばアドビフォトショップ５．５のスタンプツールを使用）に
よって消去として所望のデジタル画像（図５５）をモニターに表示させる事が出来た。
【００６３】
前述の第四実験及び一連の実施例におけるデジタル画像処理作業は、画像処理第１システ
ムのモニタに表示されたデジタル画像のデジタル・データをＭＯドライブでＭＯに記録さ
せ、このＭＯを使用して画像処理第２システムのＭＯドライブを介してコンピューターＧ

３ に格納し、このシステムのモニタにデジタル画像（５０）として表示させ、このデジタ
ル画像を対象として前述の画像処理作業→プリント作業を行っている。尚、画像処理第１
システムから画像処理第２システムにデジタル・データを移した場合に生ずる色の変化は
公知のキャリブレーション手法によって修正していることは勿論である。
【００６４】
〔実施例４〕
この実施例はＮｉｋｏｎ　Ｄ１ｘ（商標）を使用（ＩＳＯ感度４００に設定）し、房総鴨
川海岸に打ち寄せる太平洋の荒波を被写体として下記の撮影条件で撮影して行った実験で
ある。
即ち、シャッター速度として１／３０秒～１／１６０００秒の範囲で１１段階のシャッタ
ー速度（１／１６０００、１／１００００、１／８０００、１／５０００、１／３２００
、１／１０００、１／８００、１／２００、１／１２５、１／６０、１／３０秒）を設定
し、シャッター速度優先オートで撮影した。因みに、このカメラの仕様説明書の記載で明
らかなように、シャッター速度が１／６０００秒～３０秒の場合は絞りが自動的に調整さ
れて適性露出で撮影されるので、この機能を念頭において撮影している。
【００６５】
実施例１～３の実験と同様にＣＦカードからデジタル・データを画像処理第１システムの
コンピューターＧ４ に格納し、ＭＯドライブ→ＭＯ→デジタル画像処理第２システムのコ
ンピューターＧ３ に格納の手順を踏み、モニター表示のデジタル画像を比較検討した結果
は実施例１～３と同様の実験結果を得た。説明の重複を避けるため、この実験で特に得ら
れた結果について、１／１２５秒、１／８００秒、１／１０００秒、１／５０００秒、１
／１６０００秒のシャッター速度で撮影したデジタル写真を参照して説明する。尚、シャ
ッター速度がある限度、具体的には１／６０００秒を超えると写真画像全体が極端に暗く
なり、この儘では資料として不適当であるので、公知のコンピューター画像処理によって
明るさを修正（明度→コントラストの調整による）したデジタル画像（図５６、図５７、
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図５８、図５９、図６０）を作成して、実験結果の検討資料とした。
【００６６】
既に述べたように（例えば実施例１の説明）、シャッター速度を動的要素の時間的変化速
度に対応させると写真全体が暗くなるが、動的要素を構成している細部のコントラストが
強くなり、シャッター速度が更に高速となるに従ってその傾向が鈍化することが判ってい
るが、この実施形態の実験でもその事実が確認された。即ち、シャッター速度が１／６０
００秒を超えると適性露出調整の限界を超えてデジタル写真全体が特に暗かったが、シャ
ッター速度が１／１６０００秒のとなると岩礁に衝突して砕け散るダイナミックな波濤を
リアルに捕らえたデジタル画像をモニタに表示することが出来た。そこで、このデジタル
画像を対象とし、明度（＋３０）→コントラスト（＋５０）の画像処理をして図６０のデ
ジタル画像をモニタに表示した。
【００６７】
然し、このデジタタル画像（図６０）の中央を占める岩礁が波と比べて暗く、一様に塗り
潰された状態であるので、１／１２５秒のシャッター速度で撮影して得たデジタル画像の
岩礁部分を切り取り、デジタル画像（図６０）の対応部分と置換（合成による）し、次い
で、空の部分を選択して前記の公知の画像処理手法（明度＋１２）で明るく修正し、トリ
ミングを変え、更に画像の縦横比率を変えて図６１で示すデジタル画像を作成することが
出来た。尚、図６１のデジタル画像の彩度、画像を構成する要素相互間の色バランスを調
整することによって作者独特の色（明度、コントラスト、彩度、色バランス）を持ったデ
ジタル画像を作成することも出来る。
【００６８】
以上述べた結果から、岩礁に衝突して砕け散る波濤を特に強調したデジタル画像を作成す
る場合（図６１）を除き、１／５００秒でも十分にリアルな波濤のデジタル写真が撮影出
来ること、更に岩礁に衝突して砕け散る波濤に重点をおいて撮影する場合に、その部分の
細部にわたってのコントラストをリアルに示した写真を撮影する為には、後処理（コンピ
ューター画像処理）に要する手数、時間がかかるが、シャッター速度を１／１６０００秒
で撮影した方が望ましいことも判った。然し、空の部分、岩礁部分の明るさを標準撮影条
件（シャッター速度が１／１２５秒）で撮影したデジタル画像に近い状態に更に修正する
デジタル加工が必要であった。
この結果から、岩礁に衝突して砕け散るリズミカルな波濤を特に強調する意図がある特別
の場合は別として、自動的に適性露出調整機能が作用する範囲で、流動する波濤の次鑑定
変化速度に対応したシャッター速度、即ち遅くとも１／５００秒のシャッター速度を選択
すれば、目的とするリアルなデジタル写真を撮影出来ることを改めて認識した。
【００６９】
以上、本願発明の基本的技術思想を前述の実施例１～４の説明で具体的に明らかにしたが
、シャッター速度を高速とすると必然的に露出不足の方に撮影結果が変わり、写真画像が
暗くなる程コンピューター画像処理に手数を要する結果となることが実施例の実験から確
認された。一方、デジタル写真の急速な普及、発展と共に、デジタル・カメラの機能はこ
こ数年の間に格段と進歩し、シャッター速度だけでなく、前述の撮影実験に使用したデジ
タル・カメラＣａｎｎｏｎＤ３０（商標）、Ｃａｎｎｏｎ　Ｅ－１（商標）等のように、
ＩＳＯ感度も１６００迄段階的に設定出来る機材が市販されていることから、デジタル・
カメラのＩＳＯ感度を高めることによる影響を調べる目的で次の撮影実験、この撮影によ
って得たデジタル画像を現画像とするコンピューター画像処理として次の実験を行った。
【００７０】
〔実施例５〕
この実施例は十和田国立公園の奥入瀬渓流（三乱の流れ）を被写体、前述のデジタル・カ
メラＣａｎｎｏｎＤ３０（商標）を使用して、ＩＳＯ感度を４００、８００、１６００の
３段階、１／１２５秒～１／２０００秒の段階的シャッター速度で撮影したデジタル写真
を原写真画像とした結果を示すものである。
次に説明の重複を避ける為、第９表および図６３～図６９を参照して問題点に焦点を絞っ
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て説明する。
【００７１】
【表９】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７２】
（１）シャッター速度を早くするほど、当然のことながら、程度の差があっても写真画像
が暗くなるが、ＩＳＯ感度を高く設定しているので写真画像全体が明るくなり、暗さの変
化も弱くなる。そして図６６の場合は目視による認識に極めて近い結果を得ている。然し
この場合でも写真画像を構成する静的要素の樹木と水流の色バランスを画像処理によって
微細調整する必要があった。
（２）このようにＩＳＯ感度を高く設定すれば、低く設定した場合に比べて画像が暗くな
ることによる画像としての問題が緩和されるが、ＩＳＯ感度を高く設定するとハレーショ
ンの為、前述（実験並びに実施形態の説明）のシャッター速度を不適切に設定すると、シ
ャッター速度を高く設定した効果が損なわれる場合があるので、シャッター速度、更に露
出補正値を慎重に設定する必要のあることが判った。
（３）又、原写真画像が図６６の場合と異なっている場合（図６４、図６８）でも、実施
例１～４で明らかなように、コンピューター画像処理によって図６６と大差ないデジタル
画像に（図６４、図６８）に修正加工出来ることも確認している。
（４）図６６（ＩＳＯ感度８００、シャッター速度１／５００秒）を原写真画像とする場
合は他の場合に比べて画像処理は微細調整であるので、シャッター速度を高く設定するの
が望ましい。因みに、ＩＳＯ感度を１６００とした撮影実験では、過度に露出補正値を－
側に設定したので、写真画像全体の色レベルが極端に暗い水準となり、コンピューター画
像処理に過度の作業時間を必要とし、極端な場合は画像処理の限界を超える場合があった
。幸いに市販されているデジタル・カメラは撮影直後であっても撮影結果をカメラのモニ
タ画面で目視によって確認出来るので、この確認によってこのような失敗を避けることが
出来ることから、現実的には最初にプログラム撮影等の標準撮影条件で予備撮影をし、カ
メラのモニタ画像によって写真画像を構成する水流等の動的要素にハレーションが生じな
い程度のＩＳＯ感度を露出補正値との関連で確認した後、ＩＳＯ感度を選択し、流動する
水流の流動速度との関係もあるが、遅くとも１／３５０秒以上の高速シャッター速度で撮
影する事が望ましいことが明らかになった。
【００７３】
又シャッター速度を高速として撮影し、写真画像全体が暗くなった場合に、動的要素細部
のコントラストを損なうことなく画像全体の明るさを目視による認識に実質的に合致させ
る画像処理が必要となるが、モニタに比較対象となる適切な明るさのデジタル画像を表示
することによってこの作業を容易に実施する事が出来る。
【００７４】
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又、モニタに表示されたデジタル画像の明るさを目視による認識と実質的に合致させる作
業は、当然のことながら画像処理作業をするオペレーターの主観に影響される。画像の明
るさに関しては、第四実験、及び一連の実施例の説明で明らかなように明度とコントラス
トに係わる問題であって、他の色要素（色のバランス）と共に、程度の差があっても、そ
の認識に個人差があることを無視することは出来ない。然し、大多数の人はある変動の範
囲内での認識を共有していることから、特定の人、例えば医学的に色盲と判定されている
人の場合を除き、それら大多数の人々の目視による認識によって比較するデジタル画像の
明度、コントラストが同じと判断出来る範囲を〔目視による認識と実質的に合致する〕と
定義している。
【００７５】
予備実験（第一実験～第四実験）並びに実施例１～５の説明から、滝や渓流等の流動水（
動的要素）とそれを取り囲む樹木等（静的要素）を含んで構成される被写体を撮影し、目
視による認識と実質的に合致したリアルなデジタル写真画像を作成する為には、従来から
推奨されて来た所謂スロー・シャッター速度による写真撮影でなく、これら動的要素の時
間的変動化、流動速度に対応したシャッター速度で撮影することが必須条件であることが
明らかになった。
然しながら、シャッター速度を適切に設定しても、使用するフィルムのＩＳＯ感度（デジ
タルカメラを使用する場合は設定ＩＳＯ感度）や、レンズの絞り値、露出調整値、更に撮
影現場の天候の撮影結果に対する影響を無視することは出来ないので、これらの条件を勘
案して内挿法的にシャッター速度を選定した複数の写真画像（原写真画像）を撮影し、そ
の中からリアルな動的要素の写真画像を摘出し、明度とコントラスト、または階調をデジ
タル画像処理によって調整することによって目視による認識と実質的に合致したリアルな
写真画像を作成出来ることが確認された。
【００７６】
又、自然風景を被写体とする場合は、動的要素の速度が被写体によって異なるので、撮影
現場でその実態を把握することは現実に不可能であるが、動的要素の推定速度に対応した
シャッター速度を挟んで前後に選択した複数のシャッター速度（実施例１で説明した内挿
法的シャッター速度の設定による）で撮影し、これらの撮影による写真画像のデジタル画
像を画像処理システムのモニターに表示させて、その中から動的要素の動的特性を如実に
示しているデジタル画像を選択することによって、本願発明の目的が容易に達成すること
が出来る。因みに、現在市販されている銀塩写真用カメラ、デジタル・カメラの多くは、
絞り値、シャッター速度、露出補正値の設定が可能であり、ＩＳＯ感度を１００～１６０
０の範囲で段階的に自由に設定出来るデジタル・カメラも市販されているので、仮に撮影
現場の天候条件が予測と異なって、シャッター速度等の撮影条件を変更する必要があった
としても、前述の内挿法的シャッター速度による撮影は効果を発揮する。
【００７８】
【発明の効果】
本願発明を実施するために使用する写真機は、前述の説明から明らかなように、銀塩写真
撮影用カメラ、デジタル・カメラの何れでも差し支えないが、前者の場合は既に説明した
ように、撮影したフィルムの現象、現象したフィルムからコンピューター・画像処理シス
テムのコンピューターにデジタル・データとしての格納が必要であり、その場合に避ける
事が出来ない写真の色の変化を所謂キャリブレート手法で修正する必要がある等、デジタ
ル・カメラを使用した場合に較べて煩雑な余分の手数を必要とする。この観点から本願発
明を実施するためには後者、即ち前述の高速シャッター速度機能を有するデジタル・カメ
ラを使用する事が推奨される。
【００７９】
以上説明したように、本願発明によるデジタル写真の作成方法は、最初の作業ステップで
ある写真撮影も特別の手数をかけることもなく容易に実施することが出来、その後のコン
ピューター画像処理も通常の画像処理技術水準でも容易に実施することが出来るので、今
後益々発展する事が予想されるデジタル写真の発展に寄与することを期待する。
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【図面の簡単な説明】
図１～図４７、図４９～図６１および図６３～図６９は各実施例の実験でモニタに表示し
たデジタル画像対応のデジタル写真（プリント）、図４８は絵葉書の複写である。又図６
２は前述の実施例の実験で実施したデジタル画像の階調調整作業の内容を示すために作成
した参考図である。
尚、本願明細書に添付した下記図面は特許・実用新案審査便覧２８・０２Ａに基き、カラ
ー写真（デジタル画像）をグレー・スケールに変換した対応写真（デジタル画像）を示す
ものであるが、その参考として、物件提出により、夫々に対応するデジタル写真（カラー
写真）を提出する。
【図１】図１は噴水を中心とした風景を被写体とし、銀塩写真撮影用写真機を使用し、シ
ャッター速度（１／１５秒）で撮影した撮影実験（実施例１）の結果を示すデジタル写真
である。
【図２】図２は、同じく、シャッター速度（１／３０秒）で撮影した撮影実験（第一実験
）の結果を示すデジタル写真である。
【図３】図３は、同じく、シャッター速度（１／６０秒）で撮影した撮影実験（第一実験
）の結果を示すデジタル写真である。
【図４】図４は、同じく、シャッター速度（１／１２５秒）で撮影した撮影実験（第一実
験）の結果を示すデジタル写真である。
【図５】図５は、同じく、シャッター速度（１／２５０秒）で撮影した撮影実験（第一実
験）の結果を示すデジタル写真である。
【図６】図６は、同じく、シャッター速度（１／５００秒）で撮影した撮影実験（第一実
験）の結果を示すデジタル写真である。
【図７】図７は、同じく、シャッター速度（１／１０００秒）で撮影した撮影実験（第一
実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図８】図８は、同じく、シャッター速度（１／２０００秒）で撮影した撮影実験（第一
実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図９】図９は、同じく、シャッター速度（１／４０００秒）で撮影した撮影実験（第一
実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１０】図１０は図１と同じ被写体を、デジタル・カメラを使用し、シャッター速度（
１秒）で撮影した撮影実験（第二実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１１】図１１は、同じく、シャッター速度（１／１０秒）で撮影した撮影実験（第二
実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１２】図１２は、同じく、シャッター速度（１／２０秒）で撮影した撮影実験（第二
実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１３】図１３は、同じく、シャッター速度（１／３０秒）で撮影した撮影実験（第二
実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１４】図１４は、同じく、シャッター速度（１／６０秒）で撮影した撮影実験（第二
実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１５】図１５は、同じく、シャッター速度（１／１２５秒）で撮影した撮影実験（第
二実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１６】図１６は、同じく、シャッター速度（１／２５０秒）で撮影した撮影実験（第
二実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１７】図１７は、同じく、シャッター速度（１／３５０秒）で撮影した撮影実験（第
二実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１８】図１８は、同じく、シャッター速度（１／５００秒）で撮影した撮影実験（第
二実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図１９】図１９は、同じく、シャッター速度（１／７５０秒）で撮影した撮影実験（第
二実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図２０】図２０は、同じく、シャッター速度（１／１０００秒）で撮影した撮影実験（
第二実験）の結果を示すデジタル写真である。
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【図２１】図２１は、同じく、シャッター速度（１／２０００秒）で撮影した撮影実験（
第二実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図２２】図２２は、同じく、シャッター速度（１／３０００秒）で撮影した撮影実験（
第二実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図２３】図２３は、同じく、シャッター速度（１／４０００秒）で撮影した撮影実験（
第二実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図２４】図２４はデジタル・カメラを使用し、第一実験と同じ被写体を対象として、シ
ャッター速度（１／５００秒）を固定し、露出調整値を－２として撮影した撮影実験（第
三実験）の結果を示すデジタル写真である。
【図２５】図２５は、同じく、露出調整値を－１として撮影した撮影実験（第三実験）の
結果を示すデジタル写真である。
【図２６】図２６は、同じく、露出調整値を±０として撮影した撮影実験（第三実験）の
結果を示すデジタル写真）である。
【図２７】図２７は、同じく、露出調整値を＋１として撮影した撮影実験（第三実験）の
結果を示すデジタル写真である。
【図２８】図２８は第三実験で比較対象とした原デジタル画像（図１５と同じ）を示すデ
ジタル写真である。
【図２９】図２９は第三実験で実施したデジタル加工用の原デジタル画像（図２２と同じ
）を示すデジタル写真である。
【図３０】図３０は図２９のデジタル画像の明度調整（＋３５）を行って得たデジタル画
像を示すデジタル写真である。
【図３１】図３１は図３０のデジタル画像のコントラストを調整（＋２５）して得たデジ
タル画像を示すデジタル写真である。
【図３２】図３２は図２９のデジタル画像の明度調整（＋３０）を調整して得たデジタル
画像を示すデジタル写真である。
【図３３】図３３は図３２のデジタル画像のコントラストを調整（＋１９）して得たデジ
タル画像を示すデジタル写真である。
【図３４】図３４は図３３のデジタル画像の明度を調整（＋５０）して得たデジタル画像
を示すデジタル写真である。
【図３５】図３５は図３４のデジタル画像のコントラストを調整（＋２２）して得たでじ
たる画像を示すデジタル写真である。
【図３６】図３６は図２９のデジタル画像の階調を調整して得たデジタル画像を示すデジ
タル写真である。
【図３７】図３７は日光の竜頭の滝の直ぐ上流に位置する渓谷を被写体として行った一連
の実験において、シャッター速度を１／３０秒に設定して撮影した場合のデジタル写真で
ある。
【図３８】図３８は、同じく、シャッター速度を１／１２５秒に設定して撮影した場合の
デジタル写真である。
【図３９】図３９は、同じく、シャッター速度を１／２５０秒に設定して撮影した場合の
デジタル写真である。
【図４０】図４０は、同じく、シャッター速度を１／７５０秒に設定して撮影した場合の
デジタル写真である。
【図４１】図４１は、同じく、シャッター速度を１／２０００秒に設定して撮影した場合
のデジタル写真である
【図４２】図４２は、同じく、シャッター速度を１／４０００秒に設定して撮影した場合
のデジタル写真である。
【図４３】図４３は図４２を原画像として、コピューター画像処理によって静的要素を標
準写真と色が実質的に合致するように画像処理を行って得たデジタル写真である。
【図４４】図４４は日光の湯滝を被写体として行った一連の実験において、シャッター速
度を１／１２５秒に設定して撮影した場合のデジタル写真である。
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【図４５】図４５は、同じく、シャッター速度を１／４０００秒に設定して撮影した場合
のデジタル写真である。
【図４６】図４６は図４５のデジタル画像全体の明るさを階調を調節して作成したデジタ
ル写真である。
【図４７】図４７は図４６のデジタル写真対応のデジタル画像を画像処理して作成したデ
ジタル写真である。
【図４８】図４８は日光で市販されている湯滝の絵葉書を複写したデジタル写真である。
【図４９】図４９は城ケ岬海岸の岸壁に押し寄せる波濤を被写体とし、シャッター速度を
１／４０００秒、露出調整値を＋２として撮影したデジタル写真である。
【図５０】図５０は、同じ被写体を対象とし、シャッター速度１／１２５秒、標準露出調
整値±０で撮影したデジタル写真である。
【図５１】図５１は図４９対象のデジタル画像を階調を調整して図５０の岸壁の明るさに
近似させたデジタル写真である。
【図５２】図５２は図５１のコントラストを調整して岸壁の明度、コントラスト共に図５
０に近似した状態としたデジタル写真である。
【図５３】図５３は図５２の岸壁部分を切り取ってデジタル写真５１に対応するデジタル
画像の該当部分と置換（合成による）したデジタル写真である。
【図５４】図５４はデジタル写真図５２対応のデジタル画像の明度を調整（＋５５）し、
次いでコントラストを調整（＋８）して作成したデジタル写真である。
【図５５】図５５は図５４の波濤の部分を切り取って、デジタル写真（図５２）対応のデ
ジタル画像の対応部分と置換（合成による）して作成したデシタル写真である。
【図５６】図５６は鴨川海岸で太平洋から押しよせる波濤を被写体とし、シャッター速度
を１／１２５秒に設定して撮影したデジタル写真である。
【図５７】図５７は、同じく、シャッター速度を１／８００秒に設定して撮影したデジタ
ル写真である。
【図５８】図５８は、同じく、シャッター速度を１／１０００秒に設定して撮影したデジ
タル写真である。
【図５９】図５９は、同じく、シャッター速度を１／５０００秒に設定して撮影したデジ
タル写真である。
【図６０】図６０は、同じく、シャッター速度を１／１６０００秒に設定して撮影したデ
ジタル写真である。
【図６１】図６１は、図６０に対応するデジタル画像の明度→コントラストを調整し、更
に岩礁部分を画像処理して調整して作成したデジタル写真である。
【図６２】図６２は第四実験、実施例１、２で実施しタデジタル画像の明るさとコントラ
ストを調整するために実施した階調調整のデータを示すための参考図である。
【図６３】図６３は、奥入瀬渓流（三乱の流れ）を被写体として行なった、一連の実験に
おいて、ＩＳＯ設定値を４００、シャッター速度を１／１２５秒に設定して撮影した場合
のデジタル写真である。
【図６４】図６４は、同じく、ＩＳＯ設定値を４００、シャッター速度を１／５００秒に
設定した場合のデジタル写真である。
【図６５】図６５は、同じく、図６３のデジタル写真を色修正したものである。
【図６６】図６６は、同じく、ＩＳＯ設定値を８００、シャッター速度を１／５００秒に
設定した場合のデジタル写真である。
【図６７】図６７は、同じく、ＩＳＯ設定値を８００、シャッター速度を１／１２５秒に
設定した場合のデジタル写真である。
【図６８】図６８は、同じく、ＩＳＯ設定値を８００、シャッター速度を１／１０００秒
に設定した場合のデジタル写真である。
【図６９】図６９は、同じく、図６７のデジタル写真を色修正したものである。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ７ 】
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【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】
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【 図 ３ ６ 】
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【 図 ４ １ 】
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【 図 ５ ４ 】

(25) JP 3704331 B2 2005.10.12
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【 図 ６ ３ 】
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【 図 ６ ８ 】

【 図 ６ ９ 】

(27) JP 3704331 B2 2005.10.12



フロントページの続き

(72)発明者  青木　朗
            神奈川県川崎市中原区井田１－２－２９

    審査官  佐藤　直樹

(56)参考文献  特開２０００－０５０１７３（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２６１６８５（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－３１３２７９（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第０１／０４３４２３（ＷＯ，Ａ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              H04N  9/64
              H04N  5/235
              H04N  9/04
              H04N  9/79

(28) JP 3704331 B2 2005.10.12


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

